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Ｅ
Ｔ
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―
―
御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク 

Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン

タ
ー
の
沿
革
と
現
況
か
ら
お
聞
き
し
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
前
身
と
な
る
医
療
法
人
坂

崎
診
療
所
の
頃
か
ら
、
日
本
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
施

設
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
き
て

い
ま
す
。
診
療
所
開
設
か
ら
20
周
年
を
迎
え
た

２
０
１
１
年
4
月
1
日
に
「
医
療
法
人
知
音
会 

御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と
名
称
を
改
め
て
か
ら
も
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
お
よ
び
保
険
収
載
を
伴
う
周
辺
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
検
査
を
中
心
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

を
中
心
と
し
た
核
医
学
検
査
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
２
台
を
有

し
、
平
均
１
日
28
件
の
同
検
査
を
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
28
件
の
う
ち
、
検
診
は
８
件

で
、
20
件
が
他
施
設
か
ら
の
紹
介
検
査
と
な
っ

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
検
査
の
年
間
件
数

は
２
０
１
５
年
度
か
ら
６
２
０
０
件
を
超
え
、

17
年
度
も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
日
数
件
で
は
あ
り
ま
す
が
、
認
知
症
や
骨
シ

ン
チ
検
査
な
ど
の
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

―
―
画
像
診
断
業
務
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
は
、
私
の
他
に
画
像
診
断

の
常
勤
医
が
１
名
、
非
常
勤
医
が
３
名
所
属
し

　

周
辺
施
設
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
る
と
、
当

セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
件
数
が
減
少
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
検
査
件
数
は

再
び
増
加
し
、
現
在
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
の
検
査
枠

は
常
に
埋
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
道
な
努
力
を
長
年
継
続
し
続

け
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
か
ら
の
信
頼
を
勝
ち

得
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

機
能
が
向
上
し
た
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ

「E
lm

am
m

o A
vant C

lass

」
の
実
力

―
―
昨
年
暮
れ
に
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置

「E
lm

am
m

o A
vant C

lass

（
島
津
製
作
所
）」

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
初
の
評
価
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

母
校
で
あ
る
京
都
大
学
で
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ

て
お
り
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
読
影
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
、 

放
射
線
診
断
専
門
医
の
資
格

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
質
の
高
い
画

像
診
断
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
他
の
医
師
と

の
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
っ
て
精
度
を
担
保
し

て
い
ま
す
。

　

私
も
、以
前
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
読
影
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
専
門
性
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
、
よ
り
質
の
高
い
画
像
診
断
に
つ
な

が
る
と
の
考
え
か
ら
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
に
関
す

る
読
影
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
以
外
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
検
査
は
他

施
設
か
ら
の
紹
介
検
査
な
の
で
、
当
然
、
が
ん

と
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
検
査
ば
か

り
で
す
。
肺
が
ん
や
乳
房
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
や

頭
頸
部
が
ん
な
ど
、
や
は
り
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
が

強
い
と
さ
れ
る
領
域
で
の
検
査
が
多
い
で
す
ね
。

一
方
、
が
ん
検
診
で
は
、
病
変
の
な
い
受
診
者

が
多
い
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
油
断
せ
ず
、
出

来
る
限
り
丁
寧
で
確
実
な
読
影
を
し
よ
う
と
心 

が
け
て
い
ま
す

―
―
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
施
設
が
増
え
て
い
る
中
、
検

査
件
数
を
維
持
し
続
け
る
方
策
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　

私
た
ち
が
常
に
心
が
け
て
い
る
の
は
、
１
つ

ひ
と
つ
の
検
査
と
診
断
を
着
実
に
、
手
を
抜
か

ず
に
、
自
分
が
納
得
す
る
ま
で
考
え
、
検
査
を

依
頼
さ
れ
た
医
師
た
ち
が
患
者
説
明
に
困
ら
な

い
よ
う
に
、
添
付
画
像
の
選
択
や
レ
ポ
ー
ト
の

作
成
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

装
置
の
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
聞
い

て
い
ま
し
た
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
検
診
施
設

で
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、当
セ
ン
タ
ー

が
導
入
す
る
こ
と
は
、
時
代
の
要
請
、
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
評
し
て
い

ま
す
。

　

最
新
型
で
あ
る「Elm

am
m

o A
vant Class

」

は
、
操
作
性
や
画
像
に
つ
い
て
改
良
が
加
え
ら

れ
て
お
り
、
中
で
も
胸
壁
部
分
に
生
じ
や
す
い

ブ
ラ
イ
ン
ド
エ
リ
ア
が
縮
小
さ
れ
て
い
ま
す
。

画
質
も
想
像
以
上
に
高
画
質
で
感
度
も
高
く
、

こ
れ
ま
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
で
は
捉
え
る
こ
と

が
難
し
い
微
細
な
病
変
も
視
認
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
「Elm

am
m

o A
vant C

lass

」
の
運
用
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

17
年
11
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
ば
か
り
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
現
在
は
検
診
で
の
み
の
運
用

と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
全
身
に
つ
い
て
は

Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
画
像
で
、
乳
房
に
つ
い
て
は

「Elm
am

m
o A

vant Class

」
の
画
像
を
読
影

し
、
病
変
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

本邦画像診断センターのパイオニアが
最新型の乳房専用PET装置を導入して
新たな画像診断事業の地平線を拓く
1990年にオープンした坂崎診療所は、PET-CTをはじめ最先端の画像診断装置を装備した画像診断センターの先駆けとして著名だ。
爾来、近畿各府県 800 施設以上の病院・診療所からの紹介患者の検査を実施し、地域医療に大いに貢献してきた実績を持つ。
2011年に「医療法人知

ち い ん か い

音会御
お い け

池クリニック」と名称を改めたが、グループとしても発展。現在、知音会は４施設を擁す。
2017年11月、御池クリニックは、PET画像診断センターに最新型の乳房専用PET装置を導入して、がん検診での活用を始めた。
同装置導入の戦略的位置づけ、臨床的有用性等について、同法人の田邉理事長、多田村PET画像診断センター長らに話を聞いた。

1988 年京都大学医学部卒。長浜赤十字病院、京都大学医学
部附属病院等を経て、2007年５月坂崎診療所 PET画像診断
センター長へ就任、現在に至る

多田村栄二（ただむら・えいじ）氏

医療法人知音会 御池クリニック PET画像診断センター

乳房専用 PET 装置「Elmammo Avant 
Class（島津製作所）」。ブラインドエリアの
縮小や操作性、機能性を向上させた最新型。
より使いやすく質の高い乳房 PET 画像を提
供することができる

京都府
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PET-CT 画像を読影する多田村氏。専門性を高める意味もあり、多
田村氏は PET-CT および乳房専用 PET の画像診断を中心に読影業
務を実施している

「Elm
am

m
o A

vant Class

」
の
画
像
の
読
影

は
、
特
に
何
も
な
け
れ
ば
４
～
５
分
で
終
わ
り

ま
す
が
、
気
に
な
る
箇
所
等
が
あ
る
と
よ
り
詳

細
に
読
影
す
る
の
で
、
15
分
程
度
か
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
ね
。

　

乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
で
の
画
像
診
断
は
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
Ｘ
線
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
や
超
音
波
で
判
別
で
き
る
も
の
と
、
乳

房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
で
判
別
で
き
る
も
の
は
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
装
置

が
補
完
し
合
い
な
が
ら
乳
が
ん
検
査
に
役
立
て

ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
の
読
影
に
、
特
別

な
素
養
は
不
可
欠
で
し
ょ
う
か
。

　

画
像
診
断
医
で
あ
れ
ば
誰
で
も
問
題
な
く
読

影
で
き
る
と
思
い
ま
す
し
、
お
そ
ら
く
乳
腺
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を

読
影
し
て
い
る
画
像
診
断
医
で
あ
れ
ば
、
よ
り

よ
く
読
影
で
き
る
と
思
い
ま
す
ね
。
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐

Ｃ
Ｔ
の
読
影
で
も
、
Ｃ
Ｔ
の
画
像
診
断
に
関
す

る
素
養
は
必
要
で
す
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
だ
け
で
読
影

す
る
時
代
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
他
装
置
を
併
用
、

乳
が
ん
正
診
率
の
向
上
目
指
す

―
―
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
の
活
用
法
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

特
に
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
は
断
層
で
画
像

を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
が
苦
手
と
す
る
高
濃
度
乳
房
の
検
査
に
有

用
で
す
。
検
査
に
お
け
る
被
検
者
の
負
担
も
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
比
べ
る
と
低
い
で
す
し
、
が

ん
に
対
す
る
化
学
治
療
の
効
果
判
定
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ

は
有
用
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
乳
が
ん
の
治
療

に
対
す
る
新
た
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し
て
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
い
え
ど
も
全
て
の
が
ん

を
判
別
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
炎
症
や
良
性

腫
瘍
も
描
出
し
て
し
ま
う
偽
陽
性
も
出
て
き
ま

す
か
ら
、
先
述
し
た
と
お
り
、
他
の
モ
ダ
リ
テ
ィ

と
補
完
し
合
い
な
が
ら
総
合
的
に
診
断
し
、
正

診
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

―
―
今
後
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
の
展

望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
規
導
入
の
「Elm

am
m

o A
vant Class

」

に
関
す
る
周
辺
医
療
機
関
へ
の
啓
発
活
動
を
展

開
し
て
、
同
装
置
の
検
査
件
数
を
増
や
し
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
に
こ
の
装
置
を
役
立
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

‐
Ｃ
Ｔ
に
関
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く

で
あ
ろ
う
認
知
症
患
者
に
対
す
る
検
査
装
置
と

し
て
の
稼
働
率
を
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

―
―
昨
今
、
各
種
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
性
能
向
上
が

著
し
い
で
す
が
、
核
医
学
検
査
の
さ
ら
な
る
進

展
の
条
件
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

核
医
学
の
進
展
に
関
し
て
の
最
大
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
新
し
い
検
査
薬
の
開
発
が
進
む
か
ど
う

か
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
開
発
の
検
査
薬
が

本
当
に
有
用
で
あ
れ
ば
、
核
医
学
分
野
の
隆
盛

も
確
実
に
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
に
関
し
て
言
え
ば
、
Ｆ
Ｄ
Ｇ
の

登
場
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
国
内
に
広
く
普
及
し
ま
し
た

が
、
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
に
対
す

る
ア
ミ
ロ
イ
ド
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
を
可
能
と
す
る

薬
剤
が
保
険
収
載
さ
れ
れ
ば
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
と
っ

て
大
き
な
転
機
と
な
る
の
で
は
と
個
人
的
に
は

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
は
核
医
学
に
限
り
ま
せ
ん
が
、

昨
今
話
題
と
な
っ
て
い
る
Ａ
Ｉ
も
、
画
像
診
断

を
大
い
に
変
革
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
予
想
す
る
こ
と
が

難
し
い
で
す
が
、
５
年
後
、
10
年
後
は
、
い
か

に
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ
な
す
か
が
課
題
と
な
る
時
代

に
な
る
で
し
ょ
う
。

乳房専用 PET装置 「Elmammo Avant Class」臨床画像

―医療法人知音会の沿革か
らお聞かせください。
 　知音会の前身となる坂崎診
療所がオープンしたのは1990
年です。当時は、主に人間ドッ
ク実施施設と、周辺医療機関
からの紹介患者を検査する画
像診断センターとして実績を重
ねてきました。
　その後、2003 年に PET 画
像診断センターを設置、2007
年には大阪に中之島クリニック
を開業しました。また、2011
年には法人の名称を「医療法
人 坂崎診療所」から「医療法
人 知音会」に変更するのに合
わせて診療所の名称を「御池ク
リニック」とし、同年 10 月には
京都市中京区に「烏丸ハイメ
ディックコート」を設立、同施
設内に四条烏丸クリニックを
オープンするなど、順調に発展
を続けています。
―知音会の現況をお聞かせ
ください。
　３つのクリニックでは外来診
療だけでなく、それぞれ人間ドッ
クの受診者数も増加しており、
2016 年度で御池クリニックと
中之島クリニックは18,000 名
以上、四条烏丸クリニックは
14,000 名以上となっています。
　御池クリニックでは会員数を
700 名に限定して、充実した

した。重視している接遇等につ
いては、特にメソッドやマニュ
アルがあるわけではなく、まさ
にスタッフの長年の努力と、良
い意味での“伝統”に支えられ
てきた結果だと考えています。
―乳房専用PET装置導入の
経緯についてお聞かせください。
　御池クリニックでは、PET
黎明期における同装置導入をは
じめ、常に新しい装置の導入を
積極的に進めています。機能と
して全く新しい乳房専用 PET
装置ですから迷いもありました
が、実際に受診者や一般の方
からの問い合わせも多く、導入
すれば将来的に伸びていくので
はないかという期待もあり、導
入を決断しました。2018 年 4
月には中之島クリニックでも稼
働し始める予定です。
―乳房専用PET装置への期
待についてお聞かせください。
　医師の立場からすると、やは
り乳がんについてより微細な点
まで描出できる点や、マンモグ
ラフィのような乳房の圧迫が不
要で、被検者に苦痛をもたらす
ことなく注射 1本で乳腺の検
査を実施できる点は大きなメ
リットと感じています。
　しかし、この装置が乳がん
検診の受診率向上に直接つな
がるかと言えば、現時点では若
干難しいかもしれません。やは
りFDGを用いた若干高額な検
査ですので、一般的な乳がん
検診で広く普及するには少し時
間を要すると思います。一方で、
御池クリニックと中之島クリ
ニックを合わせて数千名の
PET による人間ドックを受診す
るような方々に対しては、訴求

環境の中で最高のホスピタリ
ティを提供することをコンセプト
とした会員制メディカルフィット
ネスクラブ「京都メディカルクラ
ブ」を、中之島クリニックでも
同様の会員制クラブ「メディカ
ルサポートシステム」を関西電
力の子会社である関西メディカ
ルネットと提携し、共同で運営
しています。これらが金銭的な
メリットだけでなく、グループの
信用力の源泉になっているので
はないかと考えています。
　しかし、残念ながら、御池ク
リニックはこれ以上受診者を増
やすのが難しいのが現状です。
モダリティの稼働率にはまだ余
裕があるのですが、接遇を重視
する知音会としては人間ドック
待合フロアのスペース確保等の
問題もあり、今後どのように対
応すべきかが課題です。
―これだけの実績を上げられ
てきている理由は何であるとお
考えでしょうか。
 　長年にわたり、1つひとつ
の検査や 1人ひとりの受診者
に対して真摯かつ丁寧な対応を
心がけ、それを実践していった
結果だと考えています。医療機
関における悪い評判や噂はとか
く広がりやすいものなので、そ
のようなことが起きぬようスタッ
フ全員が日々努力を続けてきま

力は持っていると考えています。
―知音会の今後の展望につ
いてお聞かせください。
　前述したとおり、ストレスなく
人間ドックを受診してもらうに
は、各施設のスペースが限界
に達しており、施設の拡張も含
め今後どうしていくべきか検討
中です。また、乳房専用 PET
導入を契機に、女性向けの検
診メニューを充実させ、女性受
診者を受け入れやすい体制と雰
囲気作りをしていきたいですね。
　加えて、昨今は医療用ビッグ
データなどが話題ですが、当法
人にも長年蓄積してきた膨大な
医療データがあります。これら
をうまく活用して、被検者、患
者の方々へのフィードバック、
新規の事業等につなげられれ
ばなどとも考えています。

医療法人知音会 理事長である田邉卓爾氏に、
同法人の概要と御池クリニックの現況、
乳房専用 PET 装置導入の経緯と
今後への期待について話を聞いた。

I n t e r v i e w

医療法人知音会 理事長

田邉卓爾氏に聞く
たなべ・たくじ

御池クリニック内の会員制メディカルフィッ
トネスクラブ「京都メディカルクラブ」の
受付フロア。同クラブの存在が信頼性
の源泉と田邉氏は話す

御池クリニックの女性専用フロア。ス
ペースも広く確保され、受診者の高い
満足度を得られるように尽力している

図１
「Elmammo Avant Class」の
胸部画像。新型の同装置では、
従来診断が困難であった胸壁付
近のブラインドエリアを縮小して画
像を描出（写真左）。病変部位
を立体的に、より高精度に把握
することができる（写真右）

図２
「Elmammo Avant Class」画像（写
真上）と全身 PET 画像（写真下）。

「Elmammo Avant Class」は、リン
グ状検出器を乳房の近接に配置した
ことにより、高感度・高解像度の画像
を描出。全身用 PET 画像と比較する
と約 2 倍の解像度を実現、微小な病
変も検出可能

図１

図２
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　　マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
、
超
音
波
装
置
を
メ
イ
ン
に

行
い
、
乳
が
ん
患
者
に
対
し
て
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
拡

が
り
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、

乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
を
導
入
し
た
こ
と
で
、

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
限
界
が
あ
っ
た
高
濃
度

乳
房
に
対
す
る
画
像
診
断
が
向
上
し
た
こ
と
や
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
同
じ
体
位
で
撮
影
す
る
こ
と
に
よ
り

病
変
部
の
拡
が
り
診
断
を
比
較
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
点
は
大
い
に
歓
迎
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
他
、
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
し
か
判
別
で
き

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
乳
が
ん
病
変
に
対
し

て
は
、
各
種
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
で
補
完
し
合
い
な

が
ら
診
断
能
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
自
明
で
あ
り
、
そ
の
視
座
か
ら
も
こ
の
乳

房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
登
場
は
心
強
い
も
の
で
す
」

　

乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
に
お
け
る
検
査
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
松
野
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
検
出

器
ホ
ー
ル
に
正
し
く
乳
房
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、

乳
腺
全
体
を
撮
影
範
囲
に
収
め
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
実
際
の
検
査
で
は
、
画
像
の
中

医療法人知音会
御池クリニック
PET画像診断センター

所在地：京都市中京区西ノ京下合町11番地
理事長：田邉 卓爾
スタッフ数：177名（常勤・非常勤含む）
人間ドック受診者数：
　　　　　　18,421名（2016 年度）

1990 年に設立された坂崎診療所を嚆
矢とする医療法人知音会 御池クリ
ニックは、画像診断と人間ドックの専
門 機 関として開 設。2003 年には
PET 画像診断センターを設立して、
PET を用いたがん検診を開始した。
2011 年に名称を現在のものに変更以
後もその方向性は変わることなく、常
に最新・最先端の画像診断装置を導
入して、ハイクオリティな人間ドック
を提供すると共に、近隣医療機関か
らの紹介患者の画像検査を実施し、
相互連携を通じて地域医療に貢献し
続けている。

■

医
療
法
人
知
音
会 

御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク 

診
療
放
射
線
技
術
課

最
新
型
か
つ
多
数
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
よ
る
高
質
な
検
査
実
施
と
共
に
、

懇
切
丁
寧
な
接
遇
で
医
療
機
関
と
被
検
者
の
信
頼
を
掴
み
続
け
る

　

御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
診
断
セ

ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
２
台
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ

や
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
以
外
に
も
、
計
4
台

に
及
ぶ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
は
じ
め
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｒ
Ｉ
、
一

般
撮
影
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
等
、
多
数
の
画
像

診
断
装
置
を
有
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
を
診
療

放
射
線
技
術
課
が
管
理
・
運
用
し
て
い
る
。
同

課
で
放
射
線
技
師
長
を
務
め
る
井
手
田
英
樹
氏

は
、
同
課
の
概
要
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
診
療
放
射
線
技
術
課
は
、
常
勤
16
名
、
非
常
勤

６
名
の
診
療
放
射
線
技
師
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
薬

精
製
に
不
可
欠
な
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
運
用
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
２
名
、
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
健

診
ク
ラ
ー
ク
６
名
か
ら
な
り
、
検
診
お
よ
び
外

来
検
査
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
日
の
検
査
件
数
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
検
診
で
30

名
、
外
来
検
査
で
50
名
の
計
80
件
、
Ｃ
Ｔ
は
検

診
で
20
名
、
外
来
検
査
で
20
名
の
計
40
件
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
関
連
は
検
診
で
８
名
、
外
来
20
名
の
計
28

件
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
注
力
し
て
い
る
こ
と
に
は
、

精
確
な
検
査
も
当
然
あ
り
ま
す
が
、
会
員
制
の

お
客
様
も
多
数
来
院
す
る
た
め
、
接
遇
に
対
す

る
教
育
に
も
大
い
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
当

然
、
そ
の
良
き
影
響
は
外
来
に
お
け
る
紹
介
患

者
さ
ん
へ
の
対
応
に
も
及
び
、
大
変
温
か
い
評

価
を
頂
戴
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
努
力
の
甲
斐
も
あ
り
、人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

２
０
１
６
年
度
は
１
万
８
０
０
０
名
に
至
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
検
査
数
も
増
え
て
お
り
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
の
検
査
数
は
１
万
８
０
０
０
件
以
上
、
Ｃ

Ｔ
は
９
０
０
０
件
以
上
に
も
及
ん
で
い
ま
す
」

　

前
述
の
と
お
り
、
御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は

２
０
１
７
年
11
月
に
最
新
型
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ

装
置
で
あ
る「Elm

am
m

o A
vant Class

」が

稼
働
を
開
始
し
た
。
同
装
置
は
、
従
来
の

「Elm
am

m
o

」
を
改
良
し
、
胸
壁
の
傍
に
あ
る

病
変
が
撮
像
視
野
外
と
な
る
ブ
ラ
イ
ン
ド
エ
リ

ア
を
縮
小
、
デ
ー
タ
収
集
お
よ
び
処
理
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
統
合
し
、
１
コ
ン
ソ
ー
ル
・
２
モ

ニ
タ
を
実
現
。
こ
れ
に
よ
り
、
操
作
性
が
大
幅

に
向
上
し
て
い
る
。

　

診
療
放
射
線
技
術
課
主
任
で
乳
房
検
査
の
責

任
者
、
診
療
放
射
線
技
師
の
松
野
祐
佳
子
氏
は
、

「Elm
am

m
o A

vant Class

」
に
つ
い
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
、
乳
が
ん
検
診
に
お
け
る
画
像
診
断
は
、

「従来装置から、操作性も向
上しているので、この装置を
導入できて良かった」と話す
井手田英樹氏

「マンモグラフィと比べて楽
という被検者の声をよく聞
く」と話す松野祐佳子氏

「従来装置よりユーザーライ
クな機械であり、画像再構
成の時間も短縮されて、扱
い易い装置です」と話す
八木允人氏

従
来
装
置
か
ら
機
能
性
と

操
作
性
が
大
幅
に
向
上

乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
「E

lm
am

m
o A

vant C
lass

」

―乳がん患者が昨今増加傾
向にありますが、乳腺専門医と
して現状をどうお考えですか。
　乳がん患者は、数年前は 20
人に１人と言われていたのが、
今や 11人に１人と増えているこ
とに加え、最近は芸能人の乳
がん罹患に関するニュースもあ
り、そのリスクが話題にもなっ
ています。しかし、乳がんの罹
患率は確かに上がっているもの
の、死亡率は決して高くはなく、
早期発見や治療の技術の進歩
により、長期生存、根治も望め
る疾患になっていることは意外
と知られていないのも事実です。 
専門医としては、昨今のあふれ
る情報社会の中で、一般の方々
にも乳がんに関する正しい知識

　乳房専用PETの画像につい
ては、非常に微細なものを早く
見つけることができる可能性が
あるといわれる反面、良性や
炎症性の病変などにも集積し、
偽陽性率も高くなる可能性も
指摘されています。それに対して、
今後は画像データを蓄積し、
他のモダリティとの比較・検討
を行いながらエビデンスを発信
していく必要性があると考えて
います。
―乳房専用 PET は、今後ど
のように位置づけられるとお考
えですか。
　がん検診での効果は死亡率
減少効果で判定されますが、乳
がんにおいてそれが実証されて
いるのはマンモグラフィだけで
す。40歳代の高濃度乳腺に対
する、マンモグラフィ単独対超
音波併用検診の比較試験を
行った J-START では、超音波
検査をマンモグラフィに加える
ことで、より感度が高くなるとい
うデータが得られていますが、
超音波のみの検診には、特異
度の問題や、施行者による技

を持ってもらうための教育活動
が必要と考えています。
―話題になるとはいえ、乳が
ん検診の受診率はなぜ伸びな
いのでしょう。
　検診の現場でよく聞くのが“見
つかるのが怖い”という声です。
また、乳がん罹患は40歳代以
降から多くなりますが、これらの
年代の女性は、社会的地位の
向上や子育て等でなかなか検
診を受ける時間を作ることがで
きないことも理由に挙げられる
でしょう。その点において、任
意型検診施設には、女性の乳
がん検診について大きな伸びし
ろがあるのではと考えています。
―乳房専用PETが同じ法人
の医療施設に導入されました。

術の差などの点から課題が多く
あるのが事実です。
　その点、乳房専用PETはマ
ンモグラフィの弱点である高濃
度乳腺における病変の検知に
優れている可能性があります。
しかし、乳がん検診の中でどの
ような位置づけになるかは、先
述の偽陽性となる病変への対
応や、被ばくの問題などを含め
慎重に検討しながら検証してい
く必要があると考えています。
　今後は、私が担当している中
之島クリニックにも乳房専用
PET を導入する予定ですので、
今後も同装置の有用性を追求
していきたいと考えています。
　臨床においては、化学療法
後の治療効果判定への有用性
が示唆されています。乳がんに
は多様性があり、治療後も残
存している病変には抵抗性、す
なわち悪性度の高い細胞が存
在すると考えられるため、乳房
専用 PETでその部位を同定し、
組織診断から以後の治療計画
を立てていくのに役立つ可能性
があります。

医療法人知音会で、乳腺の超音波、
マンモグラフィの所見作成等に関わっている
乳腺科部長の髙橋優子氏に、
乳腺専門医の立場から
乳房専用PETの有用性について聞いた。

I n t e r v i e w

医療法人知音会
乳腺科部長

髙橋優子氏に聞く
たかはし・ゆうこ

医
療
法
人
知
音
会 

御
池
ク
リ
ニッ
ク

診
療
放
射
線
技
術
課 

技
師
長

井
手
田
英
樹
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

PET 画 像 診 断センターに設 置された PET-CT「Eminence 
STARGATE（島津製作所）」。同装置を含め、2 台の PET-CTを
設置、2015 年度からは 6200 件を超えるPET 検査を実施している

央
に
乳
房
が
入
る
よ
う
、
シ
ビ
ア
に
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

実
際
の
撮
影
時
間
は
乳
房
片
方
に
つ
き
５
分

ほ
ど
で
す
が
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
は
充
分
時
間

を
か
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
検
査
全
体
で
は
15

分
程
度
で
す
。
被
検
者
の
方
々
の
反
応
で
す
が
、

“
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
違
っ
て
痛
く
な
い
”
と

お
っ
し
ゃ
る
方
が
多
い
の
が
印
象
的
で
す
ね
」

　

同
課
で
核
医
学
分
野
を
担
当
す
る
診
療
放
射

線
技
師
の
八
木
允
人
氏
は
、「Elm

am
m

o 
A

vant Class

」
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
全
身
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
と
比

較
す
る
と
、
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
場
合
、
乳
房

の
み
を
高
感
度
で
狙
っ
て
撮
影
す
る
の
で
、
全

身
Ｐ
Ｅ
Ｔ
よ
り
も
は
る
か
に
高
画
質
な
画
像
が

得
ら
れ
ま
す
。
全
身
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
は
１
㎝
ほ
ど
の

乳
が
ん
病
変
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す

が
、
こ
の
装
置
な
ら
ば
１
㎝
弱
の
病
変
で
も
見

つ
け
出
せ
る
の
で
驚
く
ば
か
り
で
す
。

　

し
ば
し
ば
問
題
と
さ
れ
る
被
ば
く
に
関
し
て

も
、
現
在
は
全
身
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
と
セ
ッ
ト
で
行

う
の
で
Ｆ
Ｄ
Ｇ
の
投
与
は
１
回
で
済
み
、
全
身

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
同
じ
被
ば
く
量
で
乳
房
の
よ
り
詳
細

な
検
査
を
加
え
ら
れ
る
の
で
す
か
ら
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ま
た
、「Elm

am
m

o A
vant Class

」
は
た

い
へ
ん
ユ
ー
ザ
ー
ラ
イ
ク
な
装
置
で
あ
る
と
八

木
氏
は
歓
迎
す
る
。

「
新
型
の
装
置
は
、
デ
ー
タ
収
集
と
デ
ー
タ
処
理

の
Ｐ
Ｃ
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
操
作
が

簡
略
化
さ
れ
、
操
作
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
画
像
再
構
成
も
高
速
で
処
理
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

従
来
は
、
乳
房
画
像
再
構
成
に
７
分
程
度
か

か
っ
て
お
り
、
片
方
の
乳
房
撮
影
後
、
し
ば
ら

く
し
て
か
ら
で
な
い
と
も
う
一
方
の
検
査
を
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

『Elm
am

m
o A

vant Class

』
は
画
像
再
構
成

が
３
分
程
度
で
完
了
す
る
の
で
、
検
査
時
間
全

体
が
短
く
な
り
、
そ
の
分
、
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
等

業
務
に
時
間
を
か
け
ら
れ
る
点
も
う
れ
し
い
ポ

イ
ン
ト
で
す
」

　

技
師
長
の
井
手
田
氏
も
新
型
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ

Ｔ
装
置
の
性
能
向
上
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

「
以
前
は
見
え
辛
か
っ
た
胸
壁
付
近
ま
で
撮
影
可

能
に
な
り
ま
し
た
し
、
撮
影
時
間
も
５
分
以
内

で
、
操
作
性
も
高
く
な
っ
て
お
り
、『Elm

am
m

o 
A

vant Class

』
は
進
歩
し
て
い
る
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
抵
抗
感
の
あ
る
方
々
に

対
し
て
、
臥
位
で
乳
房
を
圧
迫
す
る
こ
と
な
く

検
査
で
き
る
乳
房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
は
、
今
後

検
査
件
数
を
増
や
し
て
エ
ビ
デ
ン
ス
を
確
立
し

て
い
け
ば
、
大
い
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
こ

と
は
確
か
で
し
ょ
う
」

　

な
お
、
井
手
田
氏
は
各
種
装
置
の
導
入
が
相

次
ぐ
診
療
放
射
線
技
術
課
の
今
後
を
、
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
高
額
な
画
像
診
断
装
置
を
多

数
導
入
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
２
年
周
期

の
更
新
作
業
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
乳

房
専
用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
導
入
の
よ
う
な
新
し
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
、
常
に
何
か
し
ら
に
挑
戦

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
非
常
に
や
り
が
い

が
大
き
い
反
面
、
診
療
放
射
線
技
師
は
技
術
的

進
展
に
追
い
つ
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
、

自
己
研
鑚
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
必
須
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
診
療
放
射
線
技
術
課
で
は
、
前

述
し
た
被
検
者
の
方
々
に
対
す
る
接
遇
だ
け
で

な
く
、
技
術
的
な
教
育
や
人
材
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

常
に
新
し
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
戦

接
遇
や
技
術
的
な
教
育
に
も
注
力

診
療
放
射
線
技
術
課


